
 

 

国土交通省「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」により令和元年６月に発

表された中間とりまとめでは、居心地が良く歩きたくなるまちなかを構成する要素の頭文字をと

った「WEDO」をスローガンとして、『「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市

の再生～都市におけるイノベーションの創出と人間中心の豊かな生活の実現～』が掲げられてい

ます。 

この中間とりまとめを契機にはじまったウォーカブルなまちなかのムーブメントは全国に急

速に拡大しており、ウォーカブルなまちなかに賛同する「ウォーカブル推進都市」は令和５年１

月時点で 346 都市となっています。目黒区もウォーカブル推進都市に参加しています。 

図：「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」 中間とりまとめ報告書（ダイジェスト） 

 
 

 

 

 

 
  出典：ウォーカブルポータルサイト 



 

人口減少を背景として、我が国では、2010 年頃から働き手の多様化が進み、さらに近年では働

き方の多様化が進展しています。女性や高齢者等の就業が拡大し女性や高齢者（65～69 歳）の就

業率は 50％近くに達しています。 

また、働き方についても、「働き方改革」やワークライフバランスを重視する傾向や、各企業に

おけるオープンイノベーション推進の動きもあり、固定のオフィスで決められた時間に働く画一

的な働き方ではなく、テレワークを取り入れる、フリーランスや副業を推進する、平日と休日で

生活の拠点を変えるなどの多様化も進み、それに伴い、シェアオフィスやコワーキングスペース

など新たな形態のワークプレイスが増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図：女性の就労者数の推移 

（全国） 
 

出典：「都市の多様性とイノベ

ーションの創出に関する懇談

会」 中間とりまとめ報告書

（本文） 

（原典：総務省「労働力調査」に

基づき国土交通省都市局作成） 

 

図：高齢者の就労者数、 

就職率の推移（全国） 

 

出典：「都市の多様性とイノベー

ションの創出に関する懇談会」 

中間とりまとめ報告書（本文） 

（原典：総務省「労働力調査」に基

づき国土交通省都市局作成） 

 

 

図：東京におけるコワーキングスペー

スの新規床面積の推移 

 

出典：「都市の多様性とイノベーショ

ンの創出に関する懇談会」 中間とり

まとめ報告書（本文） 

（原典：JLL 提供資料に基づき国土交通省

都市局作成） 

 



 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、

経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会「Society5.0」に向けた取組が進んでい

ます。 

 

出典：内閣府 Society 5.0 ホームページ 

Society5.0 の取組の一環として、政府では地域における ICT 等の新技術を活用したマネジメ

ント(計画、整備、管理・運営等)の高度化により、 都市や地域の抱える諸課題の解決を行い、ま

た新たな価値を創出し続ける、持続可能な都市や地域づくりを推進しています。そのための情報

基盤として、都市の DX（デジタル・トランスフォーメーション）が求められています。 

国土交通省では令和４年４月より「まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現会

議」を行い、「まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現ビジョン(ver1.0)」の策定

に取り組んでいます。 

図：まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現ビジョン（案）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：まちづくりのデジタル・トランスフォーメーション実現会議 第４回会議資料 

図：Society5.0 のイメージ



 

持続可能な開発目標（SDGs：

Sustainable Development Goals）と

は、2015 年 9 月の国連サミットで

加盟国の全会一致で採択された「持

続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」に記載された、2030 年まで

に持続可能でよりよい世界を目指

す国際目標です。17 のゴール・169

のターゲットから構成され，地球上

の「誰一人取り残さない（leave no 

one behind）」ことを誓っています。 

目黒区基本計画（令和４年３月）では SDGs と連動して施策が立案されています。 

自由が丘においても自由が丘商店街振興組合と自由が丘の街づくり会社「㈱ジェイ・スピリッ

ト」が、自由が丘のまちの持続可能な成⾧を目指す「自由が丘 SDGs 宣言」を令和４年４月に行

い、以下の目標について重点的に取り組むこととしています。 

表：自由が丘 SDGs 宣言 

SDGs ゴール ターゲットのうち自由が丘で重点的に取り組む内容 

目標 11 

住み続けられるま

ちづくりを 

 

11-7 2030 年までに、女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包摂的

かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。 

11-b 2020 年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱

さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び人間居

住地の件数を大幅に増加させ、仙台防災枠組 2015-2030 に沿って、あらゆるレベル

での総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。 

目標 12 

つくる責任 つかう

責任 

 

12-3 2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄

物の発生を大幅に削減する。 

12-5 2020 年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱

さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び人間居

住地の件数を大幅に増加させ、仙台防災枠組 2015-2030 に沿って、あらゆるレベル

での総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。 

12-8 2030 年までに、人々があらゆる場所におい

て、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタ

イルに関する情報と意識を持つようにする。 

目標 13 

気候変動に具体的

な対策を 

 

 

 

 

13-1 全ての国々において、気候関連災害や自然災

害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力

を強化する。 

13-3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警

戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を改

善する。 

図：目黒区基本計画と SDGs ゴールとの関係（基本目標４・５の抜粋）

自由が丘 SDGs 宣言
（令和４年４月） 

出典：目黒区基本計画（令和４年３月）



 

 

昭和 63（1988）年度に策定された『自由か丘商店街活性化モデル事業報告書（通称コミュニテ

ィマート構想）』（自由が丘商店街振興組合） は、自由が丘の個性を高めていくことを目標として

地元の商業者が中心となってつくりあげた構想書です。 

自由が丘未来ビジョンのなかでもコミュニティマート構想は取り上げられており、地元のまち

づくりの現場（㈱ジェイ・スピリット主催のまち運営会議等）等でも度々参照されていたりする

ことからもわかるとおり、コミュニティマート構想はこれまでの自由が丘のまちづくりの道標と

なっています。 

 

図：コミュニティマート構想における事業整備フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：自由が丘商店街活性化モデル事業報告書（昭和 63 年 自由が丘商店街振興組合） 

：都市基盤に関わる未着手事項（本構想において追記） 



 

コミュニティマート構想第３章「整備構想」の筆頭には「歩行環境整備構想」が示されており、

当時から自由が丘では歩行者のための面的空間整備を標榜していました。歩行環境整備構想では、

整備対象を「A．細街路のフルモール化」「B．骨格道路のセミモール化」「C．地区内幹線道路の

モール化」の３つに大別して歩行環境整備の構想が描かれています。 

なお、カトレア通り（補助 46 号線）及びすずかけ通り（補助 127 号線）は「B．骨格道路のセ

ミモール化」に該当します。コミュニティマート構想では、「すずかけ通りとカトレア通りは都市

計画道路に指定されているが、事業化の目途は立っていないので、この段階では商店街としてこ

の通りが将来どうなることが望ましいかを検討する。」とされています。 
 

【参考】第３章「整備構想」の抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

自由が丘駅周辺地区グランドデザイン（令和２（2020）年９月）は、昭和初期から発展を続け、

商業者を中心とした地域の努力や活動によって「自由が丘ブランド」を築きあげてきた自由が丘

のまちづくりが転機を迎えていることを背景として、都市再生推進法人「株式会社ジェイ・スピ

リット」が地域主体の公益的なまちづくり会社としての使命のもと、自由が丘駅周辺地区のまち

づくりに取り組んでいくにあたって、地域住民や行政等と連携して魅力溢れる未来の自由が丘の

まちづくりに向けた取組みに邁進していくことを目的として策定したものです。 

自由が丘駅周辺地区グランドデザインでは「自由が丘らしさとはなにか」について、以下の３

点でまとめられています。 

 自由が丘を支える人々の想い「自由が丘スピリット」 

 自由が丘に暮らす・訪れる人々が享受する価値「自由が丘ブランド」 

 自由が丘らしさを感じる空間「自由が丘スケール」  

出典：自由が丘駅周辺地区 

グランドデザイン 

（抜粋・要約したもの） 

（令和２年９月） 

図：自由が丘駅周辺グランドデザインにおける自由が丘らしさと基本理念



 

自由が丘駅未来ビジョンの役割は、「今後予想される社会経済情勢の急速な変化の中でも、自

由が丘が自由が丘たりえる文化性を次代に継承・発展させていくことを目指して、まちづくりが

ひと回りする 30 年後を視野に、『自由が丘駅周辺地区グランドデザイン』をベースとした新たな

まちづくりの道標として『自由が丘未来ビジョン』を策定する。」としています。 

未来ビジョンのうち「国内外の街が直面するまちづくりに関わる潮流」では、自由が丘に根付

く「自由の思想」について以下のように述べています。 

 

【参考】第Ⅱ章「現在の自由が丘の課題」の抜粋 

 

 

  

出典：自由が丘未来ビジョン（アンダーラインは本構想にて追記） 



 

 

 

 

 

 

 

 

自由が丘駅周辺地区では、昭和 63 年の「コミュニティマート構想」（自由が丘商店街振興組合

策定）の頃から一貫して、歩行者が安全で快適に移動できる都市空間の形成を進めてきました。

都市再生推進法人㈱ジェイ・スピリットが地域との対話を重ねて作成した「自由が丘駅周辺地区

グランドデザイン」や、自由が丘エリアプラットフォームが策定する「自由が丘未来ビジョン」

においても、歩行者中心、人中心の思想は貫かれています。 

また、自由が丘は、広域的な集客力を有する個性的な商業地として発展してきた、「らしさ」が

あるまちです。自由が丘駅周辺地区グランドデザインでは自由が丘らしさを「自由が丘スピリッ

ト」「自由が丘ブランド」「自由が丘スケール」と表現しています。自由が丘未来ビジョンでは「自

由が丘文化」と表現し、このような文化が根付いている背景に「自由の思想」の遺伝子が受け継

がれていると述べています。 

このように自由が丘のまちが更新してきた思想を受け継ぎ、また最近の自由が丘駅周辺地区を

巡る人々の活動や社会の潮流を踏まえて、本構想が目指すまちの将来像は『自由が丘らしく、「人」

が主役となるまち』とします。 

この将来像を実現するための都市基盤整備については、第３章でもまちの課題を「都市基盤の

改善が必要な課題」と「都市基盤整備と併せて改善すべき課題」に分けて整理したとおり、都市

基盤の課題が抜本的に改善されないまま現在に至っているという認識に立ち、まず「抜本的な都

市基盤整備（つくる）の基本的方向性」を示します。抜本的な都市基盤整備（つくる）の基本的方

向性は「市街地の更新」「道路ネットワークの構築」「道路と鉄道の立体化」の３つの柱で構成し、

この３つの基盤整備を三位一体で進めていくことで整備効果を最大限に高めます。 

次に、今後整備していく都市基盤や既存の都市基盤を活用したり、再生したりすることでさら

に「自由が丘らしさ」に磨きをかけていくための方針を「都市基盤の活用・再生（つかう）の方

針」として示します。 

都市基盤の活用・再生（つかう）の方針は、第３章で述べた交通・移動面の課題、市街地・土

地利用面の課題、緑・環境・防災面の課題に対応し、５つの方針で構成します。 

以上のことを整理した「自由が丘駅周辺地区のまちの将来像と都市基盤整備方針」の図を示し

ます。 

 
  



 

図：自由が丘駅周辺地区のまちの将来像と都市基盤整備方針 

 

 

 
  



 

図：自由が丘駅周辺地区の将来都市構造
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